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静岡縣大平鉱山金銀鉱床調資報告

「犬平鉱山は伊豆半島修善寺温泉南方約2kmにある。

F附近の地質は第主紀中新統（湯ケ島層群）に属する白色凝

次岩類（角礫凝友岩，集塊質凝次岩を含む），調査地域北

東部にN100E方向に分布する粗商安山岩，および前

者中にN50QW方向に逆入する石英粗面岩類よりなる。

　なお・これらは第四紀火山活勤に起因する火山批出物

により被覆されることが多い。

　石英粗面岩の周縁部は流理構造を示す流紋岩質部より

「なり，鉱床はおもに本岩石め流紋岩質周縁相と中核部と

の境界部に発蓬する網状小裂罐群に形成され為ことが多

いo　．

　この鉱床の生分と鉱床形成の要因となつた裂罐の生成

機構との関係は，次のごとく考えられる。

　1）NS系の摺曲蓮動とこれに伴なうN50QWの弱線

の形成

　2）石英粗面岩の貫入，およびこれが固結に．伴なう周

縁相と中核部の境界部の小裂罐の形成（求心的・同心的

方向の割目，さらにNS，EW方向のi裂鐸の形成）・

　3〉石莱粗面岩の貫入に伴なう後火成作用としての鉱

床の形成。これについては網状小裂罐の集合部に黒鉱式

網状鉱床を形成した。

　4）最後にふたたびNS，EW系の断層蓮動が行われ

た。　．

　鉱床のおもなものは一ノ沢坑・大切坑・櫻坑にあり，

石英粗面岩中嗜N50QW方向に網状鉱床（黒鉱式）が数

個分布している。

　鉱床を形成する鉱脈は上部では平均10Cm内外の網

状脈より形成され，塊状珪化体を伴なつているものもあ

る。下部では脈幅が1mにおよぶ鉱脈もあるq

　一ノ沢坑・大切坑の奥には万年嘱叫と呼ばれる網状富

鉱体があ呑。『その形状は塊状をなし，NS方向に約，30

m，EW方向に30田，深さ30m以上を示し・そ9金品

位ば7～11g／tを示す。

　櫻坑の鉱床も“万年嘱叫”鉱床より北西約200m

の位置に，同じように網状鉱脈群からなる。

　この両鉱床の聞はN50。W方向の数条の平行脈によ

り連絡されている。鉱床の上部は粘士脈または粘土脈ま

じりの石英脈よりなるが，下部では閃亜錯鉱石英脈とな

り，一部には黄銅鉱が随伴されている。

　鉱脈の構造は角礫質を皇することが如く，稀に累被構

』造を示すものも認められる。

　金品位は褐色粘土部がよく，平均数g／tないし数10　’

g／tを示すが，その変化は著しい。

　、閃亜錯鉱に富む部分に10’》309／～におよぶ金品位を

示すものが多いが，脈幅は一般に狭小である。

　母岩の変質は珪化・粘土化および絹雲母化作用が認め

られる。

　埋蔵鉱量は未詳であるが，研中の糧鉱量は約7，880t

（金品位3～59／t）である。・

　　　　　　　　　　　　　（高島清）
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　　　　広島縣勝光山（加藤地区）蜷石・明響石鉱床調査報告

鴎県比婆醐内北村・比綱曙たカミる勝糊繊

中，勝光山鉱業株式会社鉱区（加藤地犀）を中やとし，主

として蜷石鉱床について調査を行つた。

　調査地は藝備線庄原駅の北方必kmに当り・トラッ．
”
グ
を
通 じ別に採掘場県道間に索道約3：kmがある。地区

は南北1．7km，東西2kmにわたり，東は矢野鉱区，

北は三傘興業鉱区南は品川白煉瓦鉱区に接している。

　地質は古生層を貫ぬく石英粗面岩で，その主要節理は

E－W，ないしN40。Eで，この方向り弱線に漕つて上

昇し燃水液により，鉱床が生成されたもの拷えらポ

る。なお地域南方に発蓬する中新統礫岩中に蟻石塊を含

むことから，その生成は中新統以前であることが明らか

である。

鉱床は不規則な塊状を呈し，葉蟷石・カオリソ・明馨石

・ダイアスポアからなり，局部的に鋼玉を伴つてはる。一

一1般に上部から明馨石帯（カオリンを伴う）・蝋石帯の累

帯配刻が認められ，両者の境に近い蟻石帯中には朋馨石

を含有し，そのま，＼では耐火原料として不適の部分があ
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　鉱床を大蜘し狼岩・狸岩五本松・鷹巣山？山神・三本

松・笹次郎の6鉱床に分け，最大の五本松鉱床で，210m

×120m×60m程度の規模を有している。

　これらの品位別予想鉱量は

特殊耐火物用（ダィアス）．

高級耐火物用（S』K．34以上）

中級耐火物用（S．：K．32＾》33）

低級耐火物用（S．K．31以上）

　　計

16万t
70万t
150万t

210万t

446万t
で，明馨石は・狼岩附近を主として3万4千tが予想さ

れる。

　以上のように当鉱床の規模は大であるが，品位に変イビ

多く，耐米原料として使用困難なものが少なくないのが，

　報1
当地区の欠点とされる。今後は狼岩鉱床群事部の探鉱，

狼岩旧5号坑の採掘，三本松鉱床の探鉱五本秘鉱床の

坑道掘進による採掘等に期待されるところが多いd

　鉱業権者　勝光山鉱業K：』K．（東京都世田谷区経堂町

　　　　　　　　　　　　　　579）

　　従業員　14名

　既往出鉱量　6，900t（明馨石を含む）

　昭和27年出鉱量270t（蠣石のみ）・

　　1．勝光山附近地形および地質鉱床図（縮良5千分

　　　　の1）　『　　『

　一2．勝光山狼岩附近地形および地質図（縮尺5百分

　　　　の1）

が作成された。

　　　　（調査＝塚脇蕨次・尾崎次男・抄録安齊）
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　　　　　　　　　　広島縣御調郡坂井原村粘土鉱床調査

調査地域ほ山陽線三原駅の北方13kmにあたり，バ

スの便がある。従来から粘土産地として知られ，製瓦工

場がある。

　地域中央に上組ゐ平坦地があり，これを取りかこんで，

比高数10m9ゆるやかな花醐岩丘陵地が昂る。

　地質は花嵩岩を不整合に覆う水成岩（中央部は沖積層）1

で，花樹岩のサバ状地帯には局部的残留粘土を生じてい

るo

　粘土は水成岩層中のものと，残留粘土の2種がある。

前者は厚さ，1～3m比較的よく蓮続するが，S．K．26P

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
’》28で岡火物用に不適当マある・予想鉱量は300万t

であるが，露天掘に適する所はほとんどない。後者は，

2，3カ所知られ，木節粘土と蛙目粘土があり，S．K3α

以上あるが，厚さ±0．5m，2～30m蓮続するに過ぎ

ないので開発は不能であろう。

　製瓦用としては前者の一部が採掘され，量的に充分で

ある。

　〔1万分の1実測地形図および地質図（粘土層記入）

が作られた〕

　　　（調査；塚脇騰次・原田久光　抄録安齊）
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